
日本現象学・社会科学会
第２９回大会
２０１２年１２月１日（土）・２日（日）
神戸大学六甲台第２キャンパス

文学部Ｂ棟１３２教室
第１日：１２月１日（土）
１２：３０～１４：００ 一般報告１
１４：１０～１５：３０ 書評セッション書評セッション 「教育としての哲学――

『自己を超えて―ウィトゲンシュタイン、ハイデガー、レヴィナスと言語の限界』
（ポール・スタンディッシュ著）をめぐる学際的対話」

１５：４０～１８：１０

【シンポジウム】
「再考：科学技術論の課題―３．１１以降の展開を受けて」

司会・コメンテーター： 村田 純一（立正大学）

技術について哲学は何が語れるか
直江 清隆（東北大学）

科学技術に関わる正義の時間的射程
吉良 貴之（常磐大学）

第２日：１２月２日（日）
９：３０～１２：１５ 一般報告２
１４：１０～１７：１０

【シンポジウム】
「社会性への間文化現象学的アプローチ」

司会： 谷 徹 （立命館大学）

自然と「文化」の萌芽―メルロ＝ポンティ『自然』講義から
廣瀬 浩司（筑波大学）

社会団体の「構成」―間文化現象学の視点から
小林 琢自（立命館大学）

社会の間文化的ダイナミズム―生成と破壊、遭遇と排除
青柳 雅文（立命館大学）

お問い合わせ
日本現象学・社会科学会 事務局
E-mail info@jspss.org
HP http://www.jspss.org/
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